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・ 19日に発表された昨年11月～今年１月平均の失業率（労働力調査）は7.2％と前月（10-12月平均）か

ら不変、四捨五入前では小幅低下した（7.21％→7.15％）。月次計数は10月：7.0％→11月：7.4％→

12月：7.2％→１月：6.9％。単月の失業率が７％を下回ったのは2009年２月以来のこと。 

・ 同時に発表された２月の失業給付基準の失業率は3.5％に一段と低下。失業給付の申請件数も前月差▲

３万５千人と16ヶ月連続で減少が続いている。労働力調査ベースの失業率は７％の到達目前で足踏み

が続いているが、11月計数が抜ける次回統計では一段の低下が予想される。 

・ 賃金の上昇傾向も確認。全産業の週当たり賃金（除く賞与、以下同）は１月に前年比＋1.8％に加速

（前月は同＋1.3％）。民間部門が賃金加速を牽引した（前月：同＋1.6％→今月：同＋2.3％）。茲許

の物価上昇率の急縮小と相俟って、１月の全産業の週当たり実質賃金は同▲0.1％まで縮小（前月は同

▲0.7％）。賃金の低い伸びと高インフレによる家計の実質所得の目減りに歯止めが掛かってきた。 

・ 同日発表された３月ＭＰＣの議事録では、景気回復の広がりを確認も、まだ相当程度の未利用資源

（スラック）が残っていると判断。ＢＯＥは２月にフォワードガイダンスを修正し、失業率だけに頼

らず幅広い経済指標からスラックの大きさを把握する方針に切り替えた。ＢＯＥは18日にＭＰＣの入

れ替え人事を発表。今後数ヶ月で３人の政策委員が入れ替わる。 

 

 

■英国：失業率 ■英国：週当たり賃金・賞与（全産業、前年比）

注：労働力調査基準は３ヶ月移動平均 出所：英国統計局 注：３ヶ月移動平均値 出所：英国統計局
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■英国の失業給付・平均賃金

2013年 2014年
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月

失業率（失業給付、％） 4.5 4.5 4.4 4.3 4.2 4.0 3.9 3.8 3.7 3.6 3.5

失業給付件数（前月差、千人） -11.8 -16.2 -29.4 -36.3 -41.6 -44.7 -42.8 -34.3 -27.7 -33.9 -34.6
失業率（労働力調査、％） 7.8 7.8 7.8 7.7 7.7 7.6 7.4 7.1 7.2 7.2 －
就業者数（前月差、千人） 48.0 -42.0 63.0 59.0 33.0 84.0 133.0 64.0 -4.0 45.0 －
就業率（％） 71.5 71.4 71.5 71.6 71.7 71.8 72.0 72.1 72.1 72.3 －
週当たり平均労働時間（前年比、％） 0.6 0.0 0.9 1.6 1.3 0.3 0.0 1.3 0.6 0.6 －
週当たり賃金（産業計、前年比、％） 3.8 1.8 0.9 0.8 0.6 0.9 1.1 0.8 1.7 1.7 －

賃金 1.3 1.1 0.9 1.0 0.6 0.8 1.1 0.7 1.3 1.8 －
ボーナス 62.3 22.2 2.6 -2.2 1.3 4.3 2.8 -0.9 9.2 1.3 －

注：労働力調査基準の失業率、就業者数、就業率、労働時間は当月で終わる３ヶ月移動平均　出所：英国統計局


